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第１編

第２章

第２節

基準数値

前期
目標数値
（R1目標
数値）

R1
実績値

担当課

●西市街地における府市連携の高野川浸水対策は府市事業ともに順調な進捗状況である。引き続き
府市連携により用地取得、工事発注を促進し、出水期における工事制限（一時中止等）を考慮した工程
管理を行い、遅れることなく第1区間の完成を目指す。
●東市街地については、対策の規模や優先順位を定める「雨水管理総合計画」を策定し事業化に向け
て取り組む。
●ソフト対策は雨水貯留施設補助、宅地嵩上げ助成制度に加え、内水ハザードマップを今年度作成し、
危険箇所の周知や避難行動につながる取組みを実施する。

下水道整備課、国・府事業推進課、土木課

　数値目標に係る
　特記事項

点検評価項目施策の推進に係る説明

令和元年度取組・進捗状況

●西市街地
（市）大手ポンプ場建設工事着手
（府）河床掘削及び用地取得に向けた立会・建物調査等
●東市街地
　雨水基本計画の見直し
●ソフト対策
　雨水貯留施設補助、宅地かさ上げ助成制度

取組・進捗状況を踏まえた今後の取組等について

①国・京都府と連携した内水対策の実施

　近年、豪雨と高潮などにより浸水被害が多発する東西市街地において、国・京都府と連携を図りなが
ら、ハード・ソフト事業を実施し浸水対策を推進します。

数値目標

-

- - -

【産業建設委員会】第７次舞鶴市総合計画・前期実行計画 点検評価項目 進捗状況

まちづくり戦略

安心のまちづくり

防災・減災対策の強化

点検評価
項目

１　防災・減災機能の充実・強化

（１）東西市街地の浸水対策の推進
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第１編

第２章

第２節

基準数値

前期
目標数値
（R1目標
数値）

R1
実績値

担当課

【輪中堤】
　国が行う周辺整備の早期完成に向け、国と連携し地元調整等に努める。
【宅地嵩上げ】
　契約家屋全ての対策が早期に完了するよう、対象者の相談、支援に努める。

国・府事業推進課

　数値目標に係る
　特記事項

点検評価項目施策の推進に係る説明

令和元年度取組・進捗状況

【輪中堤】（緊急治水対策）
下東地区　L1,240m・三日市地区　L1,140m
　築堤本体工事完了、樋門施設完成

【宅地嵩上げ】(緊急治水対策）
12地区・１９５戸　すべての契約完了
(油江・蒲江・和江・丸田東・上東・三日市・大川・桑飼下・岡田由里・宇谷・上村・地頭）
うち対策完了（嵩上げ済等）　約60％

取組・進捗状況を踏まえた今後の取組等について

①由良川水防災対策事業の促進

　由良川沿川において、住民の生命を洪水から守る輪中堤や宅地嵩上げなど、水防災対策の整備促進
を図ります。

数値目標

-

- - -

【産業建設委員会】第７次舞鶴市総合計画・前期実行計画 点検評価項目 進捗状況

まちづくり戦略

安心のまちづくり

防災・減災対策の強化

点検評価
項目

１　防災・減災機能の充実・強化

（３）治水対策の促進
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第１編

第２章

第２節

基準数値

前期
目標数値
（R1目標
数値）

R1
実績値

担当課

　内水対策は、国・府・市の連携した取り組みとして、引き続き「由良川大規模内水対策部会」で対策検
討を継続し、必要となるソフト、ハード対策に取り組むとともに、各協議会を通じ由良川沿川市町と連携
し減災に取り組む。

※各協議会
・由良川減災対策協議会　・由良川流域治水協議会　・由良川治水促進同盟会　等

国・府事業推進課、危機管理・防災課

　数値目標に係る
　特記事項

点検評価項目施策の推進に係る説明

令和元年度取組・進捗状況

内水被害軽減対策
　内水対策案検討のための国・府・市連携による「由良川大規模内水対策部会」を開催
　　・令和元年度　2回　開催

　舞鶴市の取り組み
　　・志高地区の内水対策を検討
　　　　内水シュミュレーションによる浸水メカニズムの解析を実施
　　　　避難判断水位の設定に向けた検討作業を実施
　　　　内水ハザードマップ、避難行動タイムライン作成に向けた地元説明会を実施（3回）
　　・排水ポンプ車1台を購入
　　・国に対し排水ポンプ車の前進配置要請（結果：2台配置）

取組・進捗状況を踏まえた今後の取組等について

②由良川輪中堤地区の内水対策事業の促進

　由良川輪中堤地区における内水被害軽減対策の整備促進を図ります。

数値目標

-

- - -

【産業建設委員会】第７次舞鶴市総合計画・前期実行計画 点検評価項目 進捗状況

まちづくり戦略

安心のまちづくり

防災・減災対策の強化

点検評価
項目

１　防災・減災機能の充実・強化

（３）治水対策の促進
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第１編

第２章

第２節

基準数値

前期
目標数値
（R1目標
数値）

R1
実績値

担当課

　京都府が継続して円滑に事業進捗が図れるよう、地元調整等、連携して進める。

国・府事業推進課

　数値目標に係る
　特記事項

点検評価項目施策の推進に係る説明

令和元年度取組・進捗状況

府管理河川
・伊佐津川　河川整備計画区間：河口から高砂橋付近900ｍ
　　　　　    　・護岸整備のための事前家屋調査実施（魚屋大森地内）
                  ・河道掘削実施（大和橋下流及び大和橋～高砂橋間）
 
・志楽川　　河川整備計画区間：市場橋から田中橋付近まで1,200ｍ
                 ・R元年度施工実績無し
　　　　　　　　　R元年度末時点820ｍ完成

・河辺川　　河川整備計画区間：河口から1,200ｍ
　　　　　　   ・河口～河辺川橋付近の河床掘削及び一部護岸整備を実施

・八戸地川　河川整備計画区間：延長1,080ｍ
　　　　　    　・由良川水防災事業に伴う付替工事（排水路整備）実施
　　　　　　　　　元年度末時点900ｍ完成　（Ｒ2完了予定）

・高野川　　西市街地浸水対策として府市が連携した取り組み
　　　　　　　（1編2章2節1項１-①国・京都府と連携した内水対策の実施にて詳細報告）

取組・進捗状況を踏まえた今後の取組等について

③安全な河川の整備促進

　京都府管理河川について、治水上の安全と通水能力を確保するため、護岸整備や河道拡幅等の河川
改修を促進します。（高野川、伊佐津川、志楽川、河辺川、八戸地川など）

数値目標

-

- - -

【産業建設委員会】第７次舞鶴市総合計画・前期実行計画 点検評価項目 進捗状況

まちづくり戦略

安心のまちづくり

防災・減災対策の強化

点検評価
項目

１　防災・減災機能の充実・強化

（３）治水対策の促進
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第１編

第３章

第１節

基準数値

前期
目標数値
（R1目標
数値）

R1
実績値

担当課

日本遺産をテーマに観光プロモーションを展開し、「学び」と「体験」を可能とする観光素材の開発に努め
たい。
ビヨンド・コロナの時代に合った新しい集客手法について検討する。

観光振興課

　数値目標に係る
　特記事項

点検評価項目施策の推進に係る説明

令和元年度取組・進捗状況

・GWは10連休となり、赤れんがパークでは連日様々なイベントが催され8万人以上が来場した。
・夏休みは「夏の海軍食まつり」（8/1～8/18）を開催したところ、約8万8千人の来場者で賑わった。
・秋に開催した日本遺産WEEK（11/2～11/10）では、パネル展や非公開施設の見学ツアー、音楽ライブ
などで多くの来場者を集めた。
・1月～3月は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で来場者が減少し、結果として令和元年度の赤れ
んがパークの来場者は平成24年度のグランドオープン以来初めて前年度を下回った。

取組・進捗状況を踏まえた今後の取組等について

②海軍ゆかりの地域資源　「日本遺産」観光交流ゾーンの整備

　東郷邸、海軍記念館、海上自衛隊北吸桟橋から赤れんがパークに至るエリアを「日本遺産」を巡る観
光交流ゾーンとして位置づけ、広くプロモーションすることにより、赤れんがパーク来場者の増大を図り
ます。

数値目標

赤れんがパーク来場者数

69万人
100万人
（75万人）

682,921人

【産業建設委員会】第７次舞鶴市総合計画・前期実行計画 点検評価項目 進捗状況

まちづくり戦略

活力あるまちづくり

海・港を活かした魅力あふれるまち

点検評価
項目

２　魅力をひきだす観光まちづくりの推進

（１）舞鶴ゆかりの観光ブランド戦略推進
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第１編

第３章

第１節

基準数値

前期
目標数値
（R1目標
数値）

R1
実績値

担当課

電車・バス、また京都舞鶴港からの玄関である西舞鶴駅内において、心のこもった観光案内サービスを
行い、引き続き観光客の利便性・満足度の向上に努めたい。

観光振興課

　数値目標に係る
　特記事項

点検評価項目施策の推進に係る説明

令和元年度取組・進捗状況

・来訪者（33,230人）への観光案内や電話問い合わせ（9,380人）対応、観光情報の発信などに加え、レン
タサイクルや荷物一時預かりサービスなどを行い、観光客の利便性・満足度の向上につなげた。
・大河ドラマ「麒麟がくる」放映に向けて、細川幽斎パネル展示やお土産品の充実にも取り組んだ。
・外国語が堪能な人員の配置により、外国人ツアー客受入れやクルーズ船入港時などにはインバウンド
対応でおもてなしを行った（3,018人）。

取組・進捗状況を踏まえた今後の取組等について

①観光案内所の機能強化

　外国人観光客への対応も含めた観光案内サービスの充実や、土産物販売機能を持つ立ち寄りスポッ
ト「まいづる観光ステーション」をはじめとする観光案内所の機能強化を図り、満足度の高いおもてなしを
目指します。

数値目標

まいづる観光ステーション対応数

50,000人
70,000人

（55,000人）
42,610人

【産業建設委員会】第７次舞鶴市総合計画・前期実行計画 点検評価項目 進捗状況

まちづくり戦略

活力あるまちづくり

海・港を活かした魅力あふれるまち

点検評価
項目

２　魅力をひきだす観光まちづくりの推進

（３）おもてなしの心による満足度の高い観光の実現


